
唐
代
伝
奇
「
陸
顯
伝
」
に
関
す
る
一
考
察

消
麺
虫
来
源
再
考

増

子

和

男

 
 
 
 
前
 
言

 
当
初
、
前
回
ま
で
の
論
考
の
ま
と
め
と
し
て
本
稿
の
執
筆
を
予
定
し
て
い
た

が
、
一
九
九
九
年
四
月
よ
り
翌
年
三
月
ま
で
の
問
、
北
京
大
学
中
文
系
へ
訪
問

学
者
と
し
て
滞
在
す
る
事
が
出
来
た
の
を
機
に
、
同
大
図
書
館
等
に
お
い
て
、

本
稿
の
（
上
）
で
調
べ
あ
ぐ
ね
て
い
た
事
柄
を
解
決
す
る
糸
口
が
見
出
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
今
回
は
、
い
わ
ば
「
番
外
編
」
と
し
て
、
そ
れ
を
報
告
し
、
多
く
の

批
正
を
翼
う
次
第
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
＊
 
 
 
 
 
 
 
＊

 
 
 
主
人
公
の
落
第
書
生
・
陸
顕
の
腹
中
に
あ
っ
て
、
い
く
ら
麺
を
食
べ
て

 
 
も
少
し
も
太
ら
な
い
と
言
う
体
質
の
原
因
を
作
っ
て
い
た
こ
の
虫
は
、
彼

 
 
の
も
と
を
訪
れ
た
胡
人
た
ち
に
よ
っ
て
天
下
の
貴
宝
で
あ
る
こ
と
が
明
か

 
 
さ
れ
る
。
胡
人
た
ち
は
、
薬
を
用
い
て
こ
の
虫
を
吐
き
出
さ
せ
る
が
、
そ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
 
の
姿
は
一
、
二
寸
ば
か
り
で
、
青
い
蛙
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
そ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
 
の
虫
を
大
切
そ
う
に
函
に
収
め
る
と
、
莫
大
な
謝
礼
を
陸
顕
に
渡
す
と
立

 
 
ち
去
っ
た
。

 
 
 
こ
う
し
て
得
た
宝
で
豊
か
に
暮
ら
す
陸
頷
の
も
と
に
、
あ
る
日
胡
人
が

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
ざ
な

 
 
再
び
訪
れ
、
海
中
世
界
へ
と
誘
う
。
そ
の
誘
い
に
乗
っ
て
彼
は
胡
人
た

ち
と
共
に
海
辺
ま
で
出
か
け
る
。
胡
人
は
ま
ず
、
こ
の
虫
を
油
膏
を
入
れ

た
鼎
に
入
れ
て
火
に
か
け
る
。
や
が
て
海
中
か
ら
海
底
世
界
の
使
者
が
宝

珠
を
持
っ
て
現
れ
る
が
胡
人
た
ち
は
一
人
目
、
二
人
目
の
使
者
た
ち
の

持
っ
て
き
た
宝
を
不
足
と
し
て
追
い
返
し
、
三
人
目
の
も
た
ら
し
た
宝
を

見
て
「
至
宝
が
来
た
」
と
し
て
よ
う
や
ぐ
こ
れ
を
受
け
取
る
。
鼎
か
ら
取

り
出
し
た
消
麺
虫
は
、
元
通
り
で
あ
り
、
、
胡
人
は
再
び
こ
れ
を
大
切
に
函

に
お
さ
め
た
。
海
底
世
界
か
ら
得
た
至
宝
を
口
に
含
ん
だ
胡
人
に
つ
い
て

海
中
世
界
に
入
っ
た
陸
顕
は
、
竜
宮
、
鮫
室
か
ら
お
び
た
だ
し
い
宝
を
手

に
入
れ
、
地
上
に
戻
る
…
（
傍
点
は
増
子
。
以
下
特
に
断
り
が
な
い
場
合

は
同
じ
）
。

 
問
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
た
の
は
、
こ
の
物
語
の
中
心
で
あ
る
「
製
麺
虫
」

な
る
奇
虫
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

 
 
 
 
 
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
う
よ
う
む
ぎ

 
本
稿
（
上
）
に
お
い
て
筆
者
は
、
こ
の
消
麺
虫
は
、
南
朝
・
宋
の
東
陽
無
疑

 
せ
い
か
い
き

『
斉
譜
記
』
か
ら
清
の
蒲
松
齢
『
石
基
志
異
』
（
「
酒
虫
」
）
に
至
る
作
品
中
見

出
さ
れ
る
轡
虫
の
系
譜
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
特
に
『
太
平
広
記
』
（
以
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下
は
、
『
広
記
』
と
の
み
表
記
す
る
）
巻
二
二
〇
に
引
く
「
句
構
佐
史
」

た
い
ふ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戴
孚
『
広
異
記
』
、
作
者
未
詳
『
異
疾
志
』
）
と
、

（
出

①
そ
の
虫
が
腹
中
に
あ
る
と
き
、
あ
る
食
べ
物
や
飲
み
物
が
い
く
ら
で
も
飲

 
食
で
き
て
し
ま
う
点
。

②
そ
れ
を
胡
人
が
高
値
で
買
い
た
い
と
申
し
出
る
点
。

③
胡
人
が
そ
れ
だ
け
の
大
金
を
投
じ
る
理
由
は
、
そ
の
虫
が
何
ら
か
の
不
思

 
議
な
力
を
持
つ
．
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
す
る
点
。

と
い
う
点
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

 
し
か
し
な
が
ら
、
こ
ヶ
し
た
作
品
中
見
出
さ
れ
る
奇
虫
は
、
「
竜
の
よ
う
な
形
」

（『

ﾄ
諮
記
』
）
、
「
麻
靴
の
底
の
よ
う
な
形
」
（
「
玉
容
佐
史
」
）
、
或
い
は
ま
た
「
赤

い
肉
の
よ
う
な
形
」
（
「
酒
虫
」
）
と
言
う
よ
う
に
、
何
れ
の
場
合
も
、
今
日
言

う
と
こ
ろ
の
寄
生
虫
を
思
わ
せ
る
形
状
で
あ
っ
た
。

 
こ
う
し
た
話
の
中
に
、
唯
一
「
消
麺
虫
」
と
似
た
形
状
を
示
す
も
の
と
し
て
，

は
、
『
太
平
御
覧
』
（
以
下
、
『
御
覧
』
と
表
記
）
巻
八
六
二
に
引
く
『
斉
譜
記
』

の
一
文
と
、
そ
れ
を
下
敷
き
に
し
た
形
跡
が
極
め
て
濃
厚
な
、
『
広
記
』
巻
四

 
 
 
 
 
 
 
 
と
う
い
よ
レ
へ

七
三
に
引
く
、
唐
・
實
維
窒
『
広
古
今
五
行
記
』
に
見
え
る
話
が
あ
る
。

 
こ
れ
ら
の
話
で
は
、
虫
と
富
と
の
関
わ
り
及
び
胡
人
と
の
関
わ
り
は
見
出
さ

れ
な
い
が
、
前
記
し
た
数
話
の
特
徴
の
う
ち
①
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
虫
が
腹
中

に
あ
る
時
、
あ
る
食
べ
物
や
飲
み
物
（
こ
の
二
話
で
は
鰭
）
が
い
く
ら
で
も
飲

食
で
き
て
し
ま
う
と
い
う
点
で
は
、
前
記
し
た
類
話
の
一
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

あ
る
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

 
問
題
の
形
状
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
両
話
で
は
消
回
虫
の
形
状
、
す
な
わ
ち
「
青

唐
代
伝
奇
「
陸
顛
伝
」
に
関
す
る
一
考
察
 
-
消
麺
虫
来
源
再
考
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
せ
ん
じ
よ

蛙
し
と
の
類
似
性
を
連
想
さ
せ
る
「
毒
除
」
す
な
わ
ち
ヒ
キ
ガ
エ
ル
で
あ
っ

た
と
す
る
。

 
 
 
 
 
 
＊
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊

 
蜷
蛛
で
す
ぐ
に
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
は
、
兎
と
共
に
月
中
に
住
む
と
考
え
ら

れ
、
月
そ
の
も
の
の
異
名
と
も
な
っ
た
蜷
除
で
あ
ろ
う
。

〇
三
五
明
月
満
 
 
三
五
 
明
月
満
ち

 
四
五
蠣
兎
欠
 
 
四
五
 
蠣
兎
欠
く

 
（
古
詩
十
九
首
・
第
十
七
「
孟
冬
寒
気
至
」

〔『

ｶ
選
』
巻
二
五
所
収
〕
）

 
し
か
し
な
が
ら
、
月
中
の
蜷
除
と
、
人
の
腹
中
に
あ
っ
て
大
食
の
原
因
と
な
っ

た
蠕
蛉
、
さ
ら
に
は
青
蛙
の
よ
う
な
虫
と
の
間
に
ど
の
よ
う
な
関
連
が
あ
る
の

か
否
か
。
ま
た
、
「
陸
岸
伝
」
に
お
い
て
作
者
が
先
行
す
る
類
話
で
語
ら
れ
た

蠕
蛛
で
は
な
く
、
敢
え
て
青
蛙
と
し
た
の
は
何
ら
か
の
意
図
が
有
っ
て
の
こ
と

で
あ
る
の
か
否
か
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
本
稿
（
上
）
に
お
い
て
も
、

①
『
汐
留
志
異
』
巻
十
一
に
載
せ
る
「
青
蛙
神
」
と
の
関
係
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
せ
い
ふ

②
『
御
覧
』
巻
九
五
〇
に
引
く
、
漢
・
劉
安
『
馬
場
万
畢
術
』
に
見
え
る
「
青
垣
」

 
と
い
う
銭
を
呼
び
寄
せ
る
術
に
際
し
て
用
い
る
と
言
う
虫
と
の
関
係
。

な
ど
を
も
、
こ
の
問
題
を
解
く
鍵
で
は
な
い
か
と
挙
げ
て
は
み
た
も
の
の
、
そ

の
裏
付
け
と
な
る
資
料
を
十
分
に
見
出
せ
ぬ
ま
ま
、
や
む
な
く
「
待
考
」
と
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
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＊
 
 
 
 
 
 
 
 
・
＊

 
本
話
の
、
後
半
の
舞
台
と
な
っ
た
南
海
が
、
南
シ
ナ
海
沿
岸
i
就
中
、
芳
意

の
行
政
区
分
で
言
う
と
こ
ろ
の
嶺
南
道
周
辺
の
沿
岸
部
一
を
指
す
可
能
性
が
高

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
こ
と
は
、
前
差
（
中
）
に
お
い
て
指
摘
し
た
。

 
そ
こ
で
今
回
、
こ
の
地
域
に
関
連
し
た
事
項
に
つ
い
て
、
民
俗
学
・
考
古
学

関
連
の
資
料
や
先
行
の
研
究
報
告
、
そ
し
て
当
地
の
状
況
に
つ
い
て
記
録
し
た

筆
記
の
類
を
再
度
検
討
し
直
し
た
の
で
あ
っ
た
。

 
 
 
 
 
二

 
先
ず
着
目
し
た
の
は
、
現
在
も
広
西
省
の
東
雲
、
鳳
山
一
帯
で
行
わ
て
い
る

 
 
 
 
 
 
、
 
、
 
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ば
か
い
（
3
》

「
蛙
婆
節
」
（
青
蛙
節
、
敬
蛙
節
、
重
々
節
、
蠕
男
節
）
と
呼
ば
れ
る
行
事
で

あ
っ
た
。
こ
の
行
事
は
、
中
国
の
少
数
民
族
で
あ
る
壮
族
を
中
心
に
行
わ
れ
て

い
る
。
彼
ら
は
、
中
国
少
数
民
族
中
、
最
も
人
口
が
多
く
、
居
住
す
る
地
域
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広
西
盆
地
か
ら
沿
岸
部
ま
で
に
至
る
広
範
囲
に
及
ぶ
。

 
そ
の
行
事
の
あ
ら
ま
し
は
、

 
農
暦
正
月
乃
至
は
十
五
日
早
朝
に
、
青
年
男
女
が
争
っ
て
田
畑
に
走
り
、

冬
眠
中
の
蛙
を
掘
り
起
こ
す
。
初
め
に
捉
え
た
一
匹
を
「
蛙
頭
」
と
称
し
、

次
に
掘
り
起
こ
し
た
も
う
一
匹
と
を
対
と
し
て
、
そ
の
一
対
の
蛙
を
桃
の

枝
で
撃
ち
殺
し
て
「
蛙
神
」
と
し
て
竹
筒
に
入
れ
、
こ
れ
を
祀
る
。
そ
し

て
日
を
選
ん
で
、
葬
礼
を
挙
行
し
、
今
や
神
と
な
っ
た
蛙
の
入
っ
た
竹
筒

を
銅
鼓
で
覆
う
と
言
う
。
こ
れ
は
、
銅
鼓
を
蛙
神
が
昇
天
し
、
人
々
に
福

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ら
 

を
も
た
ら
す
法
器
と
見
な
し
た
為
で
あ
る
と
い
う
。

右
の
う
ち
、
青
蛙
（
こ
の
場
合
は
、
死
ん
で
は
い
る
が
）
を
竹
筒
に
収
め
る

点
な
ど
、
「
陸
願
伝
」
を
彷
彿
さ
せ
る
が
、

鼓
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
第
一
に
考
え
る
べ
き
は
銅

 
こ
こ
に
言
う
銅
鼓
は
、
我
々
日
本
人
に
と
っ
て
も
、
『
三
国
志
演
義
』
等
で

な
じ
み
深
い
が
、
古
代
よ
り
西
南
・
嶺
南
の
広
範
囲
の
少
数
民
族
間
に
見
ら
れ

る
青
銅
製
の
打
楽
器
で
あ
り
、
祭
器
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

 
 
 
 
 
（
6
）

る
も
の
で
あ
る
。

 
今
日
見
る
こ
と
の
出
来
る
奏
法
で
は
、
演
奏
に
際
し
て
は
、
胴
に
当
た
る
部

分
に
縄
を
掛
け
て
吊
り
下
げ
る
の
で
あ
る
が
、
銅
鼓
の
形
状
は
、
一
般
的
な
太

鼓
と
は
異
な
り
、
そ
の
片
面
は
空
い
て
い
て
、
も
う
一
面
を
打
っ
て
音
を
出
す

仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
空
い
た
片
面
か
ら
伏
せ
た
木
製
の
桶
状
の

物
を
入
れ
、
も
う
片
面
を
先
端
を
布
で
く
る
ん
だ
木
製
の
棒
で
打
ち
鳴
ら
し
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
桶
を
前
後
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
音
の
高
低
を
つ
け
る
の
で
あ
る
。

 
そ
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
後
漢
の
馬
援
が
、
交
趾
（
今
日
の
ベ
ト
ナ
ム
）
に

遠
征
し
た
際
に
持
ち
帰
っ
た
と
も
（
『
後
漢
書
』
巻
二
四
「
馬
援
伝
」
）
、
三
国
・

 
 
 
 
 
 
も
う
か
く

蜀
の
諸
葛
亮
が
孟
獲
を
伐
つ
に
際
し
て
異
民
族
中
で
作
っ
た
と
も
称
せ
ら
れ

て
い
は
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
何
れ
も
伝
説
の
域
を
出
ず
、
実
際
は
そ
う
し
た
伝

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

説
よ
り
遙
か
昔
か
ら
作
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

 
そ
れ
は
さ
て
、
こ
の
西
南
・
嶺
南
地
区
の
銅
鼓
な
る
も
の
が
、
中
国
の
人
々

の
問
に
広
範
か
つ
詳
細
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
は
、
右
に
示
し
た
『
後

漢
書
』
の
書
か
れ
た
南
朝
・
宋
よ
り
下
っ
た
時
期
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ

は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
ゐ
 
 
へ

 
○
広
州
夷
人
宝
貴
銅
鼓
、
而
州
境
素
不
出
銅
（
唐
・
房
玄
齢
『
晋
書
』
巻
二
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六
「
食
貨
」
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

○
時
（
欧
陽
）
韻
合
門
権
貴
、
威
重
継
土
、
又
多
致
銅
鼓
生
口
、
献
蘇
蜜
異
、

 
前
後
委
積
、
頗
有
助
軍
国
（
唐
・
李
延
寿
『
南
史
』
巻
六
六
）

○
導
通
湖
南
二
十
余
郡
、
大
率
土
地
下
湿
、
至
仁
痔
属
、
人
望
天
心
。
南
海
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
交
趾
、
各
一
都
会
也
（
中
略
）
並
鋳
不
為
大
鼓
、
初
成
、
懸
於
庭
中
、
置

 
酒
潮
招
同
類
。
来
者
有
豪
富
子
女
、
則
以
金
銀
嬉
嬉
叙
、
執
以
早
鼓
、
寛

 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
乃
留
遺
主
人
、
名
銅
鼓
叙
（
唐
・
魏
徴
『
角
書
』
巻
三
一
「
地
理
下
」
）

と
言
う
正
史
の
記
述
や
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぞ
う
て
い
ハ
 
ね

○
象
莚
照
年
会
詞
客
 
 
象
莚
 
室
を
照
ら
し
て
 
学
会
を
会
せ
し
め
、

 
ヘ
 
 
へ

 
銅
鼓
臨
羽
差
海
夷
 
 
銅
鼓
 
軒
に
臨
み
て
 
海
亀
を
舞
は
し
む

 
 
 
 
（
劉
禺
錫
「
馬
大
夫
の
漸
西
王
侍
御
が
贈
答
詩
を
示
す
を
見
て
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

 
 
 
 
命
に
因
り
て
同
作
す
」
〔
『
全
唐
詩
』
巻
三
六
こ
）

○
玉
取
一
門
椎
髪
聾

 
銅
鼓
一
撃
文
身
踊

 
 
 
 
（
白
居
易

○
里
…
幡
一
二
占
…
銅
鼓
鳴

高
作
獲
帰
揺
箭
簸

（
時
事
「
重
層
洞
」

 
玉
螺
 
一
吹
す
れ
ば
 
逆
髪
聾
え
，

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ
ユ

 
銅
鼓
 
一
撃
す
れ
ば
 
文
身
踊
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

新
楽
府
「
騙
聖
楽
」
〔
『
全
』
巻
四
二
七
〕
）

「
黒
幡
三
点
 
銅
鼓
鳴
り

 
 
 
 
 
 
な

 
高
く
狽
喘
を
作
し
て
 
上
層
を
揺
ら
す

 
 
 
〔
『
全
』
巻
藁
九
一
〕
）

と
言
う
詩
句
、
さ
ら
に
は
、

○
蛮
夷
之
楽
、
有
銅
鼓
焉
。
形
如
腰
鼓
、
而
一
頭
有
面
。
鼓
面
三
尺
余
、
面

唐
代
伝
奇
「
陸
顕
伝
」
に
関
す
る
一
考
察
 
！
消
麺
虫
来
源
再
考
一

与
身
連
、
全
与
身
連
、
全
用
銅
鋳
…
（
唐
・
劉
拘

集
成
初
編
本
、
拠
『
武
英
殿
壮
士
版
叢
書
』
〕
）

『
嶺
表
録
異
』
〔
叢
書

な
ど
の
よ
う
に
、
前
代
に
比
し
て
銅
鼓
に
関
す
る
記
述
が
目
立
っ
て
増
加
す
る

二
代
の
事
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
穏
当
な
よ
う
で
あ
る
。

 
右
の
う
ち
、
と
り
わ
け
注
目
に
値
す
る
の
は
、
西
南
・
嶺
南
地
区
の
銅
鼓
に

つ
い
て
最
も
詳
細
に
記
録
し
て
い
る
劉
悔
『
嶺
表
録
異
』
の
次
の
記
述
で
あ
ろ

う
。
劉
悔
は
、
右
に
引
い
た
記
述
の
少
し
後
に
次
の
よ
う
な
逸
話
を
紹
介
す
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
て
い
い
ん

○
僖
宗
朝
（
八
七
三
～
八
八
八
年
）
の
頃
、
三
綱
（
七
五
二
～
八
二
九
）
が
、

 
は
ん
ぐ
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ト

 
番
禺
（
今
日
の
マ
カ
オ
付
近
）
を
鎮
圧
し
た
と
き
、
次
の
よ
う
な
話
を

 
 
 
り
ん
え
つ

 
し
た
。
林
謁
と
言
う
人
が
山
口
同
州
（
今
日
の
広
東
省
）
の
太
守
だ
っ
た
と
き
、
 
臼

 
一
人
の
牧
童
が
あ
っ
た
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
口

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
う
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 

 
 
あ
る
時
、
牧
牛
の
問
か
ら
、
蛤
（
か
じ
か
蛙
）
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え

 
た
の
で
、
か
の
牧
童
が
追
い
か
け
て
捕
ま
え
よ
う
と
す
る
と
、
こ
の
蛤
は
、

 
一
つ
の
穴
に
飛
び
込
ん
だ
。
そ
こ
で
、
こ
の
穴
を
掘
り
拡
げ
て
み
る
と
、

 
そ
れ
は
少
数
民
族
の
酋
長
の
墓
で
あ
っ
た
。
蛤
の
姿
は
見
あ
た
ら
ず
、
そ

 
こ
に
銅
鼓
が
見
つ
か
っ
た
。
そ
の
色
は
、
緑
色
で
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
腐
食

 
し
て
い
た
が
、
そ
の
上
が
か
す
か
に
盛
り
上
が
っ
て
い
て
、
多
く
の
蛙
の

 
模
様
が
鋳
ら
れ
て
い
た
。
あ
る
い
は
、
か
の
鳴
い
て
い
た
蛤
は
、
こ
の
銅

 
鼓
に
鋳
ら
れ
て
い
た
蛙
の
精
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
役
所
に
届
け
出
た

 
の
で
、
役
所
で
は
武
器
庫
に
掛
け
る
こ
と
と
し
、
そ
れ
は
今
日
な
お
存
す

 
る
、
と
。

右
の
話
は
、
第
一
に
、
銅
鼓
が
土
中
よ
り
発
見
さ
れ
た
と
言
う
事
実
を
記
録



し
た
物
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
実
際
、
『
嶺
表
口
異
』
以
降
の
野
南
の
様
々

を
記
録
し
た
筆
記
の
類
に
は
、
「
土
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
銅
鼓
」
の
事
を
示
し

 
 
 
 
 
 
 
 
ぜ

た
物
が
少
な
く
な
い
。

 
『
嶺
表
録
異
』
は
、
右
の
よ
う
な
事
実
を
記
録
す
る
ほ
か
に
、
本
稿
を
考
え

る
上
で
重
要
な
事
象
を
記
録
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
牧
童
が
蛤
（
蛙
）
の
精
？

を
追
い
か
け
て
銅
鼓
を
発
見
し
た
云
々
と
は
、
あ
く
ま
で
も
伝
承
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、
銅
鼓
に
蛙
の
像
が
鋳
ら
れ
て
い
た
事
は
（
た
と
え
人
か
ら
の
伝
聞
で

あ
る
と
は
言
っ
て
も
）
事
実
だ
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
三

 
何
故
に
「
蛙
華
華
」
で
は
、
一
対
の
蛙
を
祭
り
、
銅
鼓
の
模
様
や
装
飾
に
蛙

を
用
い
る
の
か
。

 
既
に
前
者
に
お
い
て
は
宗
教
的
・
呪
術
的
要
素
が
濃
厚
で
あ
る
。
一
方
、
今

日
の
我
々
と
は
異
な
り
、
装
飾
を
単
な
る
装
飾
と
考
え
ぬ
事
の
多
か
っ
た
で
あ

ろ
う
古
代
に
製
作
さ
れ
た
銅
鼓
に
蛙
の
装
飾
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、
当
時
の
人
々
が
蛙
を
一
種
特
別
な
物
と
見
な
し
て
い
た
と
考
え
て
し
か
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

 
そ
う
し
た
蛙
に
対
す
る
一
種
の
崇
拝
乃
至
は
、
信
仰
を
示
し
た
話
と
し
て
、

し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
逸
話
で
あ
ろ
う
。

○
越
王
（
勾
践
）
が
、
呉
を
伐
と
う
と
し
た
時
、
（
自
ら
の
）
将
兵
た
ち
に

 
死
を
軽
ん
じ
て
（
勇
敢
に
戦
う
こ
と
を
）
求
め
た
。
出
発
し
よ
う
と
す
る

 
 
 
 
 
 
あ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
ょ
く

 
と
、
怒
っ
た
竈
（
か
え
る
）
を
見
て
、
こ
れ
に
対
し
て
辛
し
た
（
車
の

手
す
り
に
っ
か
ま
っ
て
挨
拶
し
た
）
。
従
者
が
何
故
そ
ん
な
こ
と
を
す
る

 
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
こ
の
蛙
に
は
気
が
あ
る
か
ら
だ
」
と
答
え
た
（
中
略
）

ま
た
一
説
に
は
、
越
王
勾
践
が
、
怒
っ
た
蛙
を
見
て
、
こ
れ
に
対
し
て
罪

し
た
。
御
者
が
何
故
こ
ん
な
事
を
す
る
か
と
問
う
と
、
「
蛙
に
さ
え
こ
ん

な
気
が
あ
る
の
だ
。
ど
う
し
て
、
こ
れ
に
式
せ
ず
に
お
ら
れ
よ
う
か
。
」

と
答
え
た
。
（
『
韓
非
子
』
内
儲
説
）
。
 
 
 
 
 
 
 
 
・

 
今
日
、
右
の
話
は
、
古
代
乱
国
の
人
々
の
蛙
に
対
す
る
崇
拝
を
示
し
た
も
の

 
 
 
 
 
 
 
（
1
5
）

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
を
「
図
騰
崇
拝
」
つ
ま
り
、
ト
ー
チ
ミ
ズ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ム
け
σ
9
慧
ω
ヨ
に
あ
る
と
す
る
説
が
大
勢
を
占
め
る
。

 
そ
う
し
た
先
行
の
研
究
の
中
で
も
、
先
に
示
し
た
「
蛙
婆
節
」
な
る
行
事
を

行
っ
て
い
る
壮
族
の
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
に
的
を
絞
っ
て
調
査
・
考
察
し
て
い
る
丘

振
声
『
壮
族
図
騰
考
』
が
、
蛙
図
騰
に
関
し
て
特
に
一
章
を
割
き
、
先
行
の
諸

説
の
要
点
を
詳
細
に
ま
と
め
て
非
常
に
参
考
に
な
る
。

 
同
書
に
よ
れ
ば
、
本
稿
注
1
3
で
も
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
特
に
古
代
に
お

い
て
は
、
「
青
蛙
」
と
「
蠕
除
」
は
、
し
ば
し
ば
混
同
さ
れ
た
と
し
、
『
国
語
』

「
越
語
」
以
下
、
唐
・
尉
遅
枢
『
南
楚
新
聞
』
、
宋
・
張
師
正
『
倦
遊
雑
録
』

な
ど
を
例
に
挙
げ
て
、
後
世
に
お
い
て
も
、
両
者
の
混
同
が
続
い
た
と
す
る
。

そ
し
て
、
図
書
と
し
て
崇
拝
さ
れ
た
そ
も
そ
も
は
、
青
蛙
で
は
な
く
、
む
し
ろ

蜷
蛉
で
あ
る
と
し
、
本
稿
に
お
い
て
も
可
能
性
と
し
て
少
し
く
示
し
た
中
国
古

来
の
「
蜷
蛉
」
つ
ま
り
ヒ
キ
ガ
エ
ル
に
関
す
る
言
及
と
関
連
づ
け
て
、
北
方
の

仰
詔
文
化
の
陶
器
上
に
見
え
る
「
蛙
紋
」
に
ま
で
遡
り
う
る
も
の
で
あ
る
と
し
、

百
越
ど
呼
ば
れ
た
南
方
の
諸
族
で
信
仰
さ
れ
た
も
の
も
ま
た
本
来
都
響
で
あ
っ

た
に
相
違
な
い
と
考
証
し
、
そ
の
証
左
と
し
て
、
今
日
の
、

①
広
東
地
区
 
②
桂
東
地
区
 
③
桂
西
南
地
区
 
④
桂
西
地
区

C76）



 
⑤
琶
寧
県
 
 
⑥
上
林
県

等
の
各
地
域
に
蠣
蛛
に
関
す
る
説
話
が
残
る
事
を
指
摘
す
る
。

 
こ
の
よ
う
に
初
期
に
お
い
て
、
何
故
に
図
騰
と
し
て
崇
拝
さ
れ
た
の
が
蜷
除

で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
蠣
除
の
持
つ
毒
腺
が
強
い
自
衛
力
と
攻
撃
力
を

象
徴
し
、
併
せ
て
こ
の
毒
が
用
い
方
に
よ
っ
て
は
、
薬
と
し
て
の
効
能
を
持
ち
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
レ
 

そ
う
し
た
と
こ
ろ
に
神
秘
性
を
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
と
説
明
す
る
。

 
こ
う
し
た
丘
上
声
の
ま
と
め
た
先
行
の
説
に
従
え
ば
、
「
陸
軽
信
」
も
、
前

稿
（
上
）
で
挙
げ
た
、
そ
の
類
話
と
お
ぼ
し
き
蠕
蛉
に
ま
つ
わ
る
志
怪
・
伝
奇

も
、
や
は
り
根
は
一
つ
と
考
え
る
こ
と
に
妥
当
性
が
出
て
く
る
こ
と
と
な
る
の

で
あ
る
が
、
仮
に
そ
の
説
通
り
だ
と
し
て
、
何
故
に
同
じ
蛙
と
は
言
え
、
大
き

さ
も
姿
形
も
異
な
る
青
蛙
が
、
図
騰
信
仰
に
い
わ
ば
「
紛
れ
込
む
」
よ
う
に
な
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

 
 
 
 
 
＊
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊

 
『
壮
族
図
騰
考
』
で
は
、
こ
う
し
た
蠣
蛉
に
始
ま
る
と
さ
れ
る
広
義
の
「
蛙

信
仰
」
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
た
諸
説
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
。

①
生
殖
崇
拝
と
関
連
す
る
と
す
る
説

 
 
蛙
の
声
が
嬰
児
の
泣
き
声
と
似
て
い
る
こ
と
に
よ
る
ρ

②
雨
水
を
祈
り
求
め
る
と
す
る
説

 
 
フ
レ
ー
ザ
ー
の
『
金
枝
篇
』
（
”
O
o
冠
Φ
づ
じ
u
o
乏
”
）
に
示
さ
れ
た
説
。
青

 
蛙
と
蠣
除
、
つ
ま
り
広
義
の
蛙
は
、
共
に
水
と
密
接
な
関
連
を
持
っ
て
い

 
る
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

③
農
耕
と
関
連
す
る
と
す
る
説

 
 
②
の
説
と
関
連
す
る
。
蛙
は
雨
が
降
る
前
に
し
ば
し
ば
鳴
く
と
い
う
こ

唐
代
伝
奇
「
陸
顯
伝
」
に
関
す
る
一
考
察
 
一
消
麺
虫
来
源
再
考
1

 
と
か
ら
、
蛙
を
雨
水
の
使
者
、
雷
神
の
子
女
、
使
者
と
す
る
。
壮
族
の
蛙

 
図
騰
信
仰
を
考
究
す
る
研
究
者
の
等
し
く
指
摘
す
る
説
。
こ
の
よ
う
に
農

 
耕
が
始
ま
る
頃
、
本
来
は
蜷
除
か
ら
始
ま
っ
た
蛙
暗
愚
信
仰
に
、
青
蛙
が

 
入
り
込
む
こ
と
と
な
っ
た
。

④
勇
敢
さ
を
象
徴
す
る
と
す
る
説

 
 
前
出
の
越
王
勾
践
が
、
三
業
に
潔
し
た
と
い
う
説
話
に
由
来
す
る
説
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
 

 
越
人
は
、
怒
蛙
に
死
を
お
そ
れ
な
い
精
神
を
見
て
取
っ
た
と
す
る
。

 
こ
の
う
ち
、
青
蛙
が
富
津
と
し
て
信
仰
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、
農
耕
と
の
関

連
が
説
か
れ
て
い
る
の
は
注
意
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。

 
 
 
＊
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊

 
応
長
裕
「
麻
雀
．
青
蛙
．
蛆
矧
．
牛
．
竜
．
田
公
．
田
婆
」
（
本
稿
注
1
5
に
 
勾

既
出
）
で
は
、
漸
江
省
東
部
の
奉
化
地
区
の
稲
作
信
仰
に
見
え
る
青
蛙
信
仰
を
 
口

報
告
後
、
そ
の
理
由
を
更
に
別
の
角
度
か
ら
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

①
青
蛙
は
、
稲
や
そ
の
他
の
農
作
物
の
害
虫
を
専
ら
補
食
す
る
こ
と
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②
青
蛙
に
解
熱
解
毒
の
薬
効
が
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
。

 
②
に
つ
い
て
億
、
蠕
除
の
毒
が
薬
に
な
る
こ
と
と
重
ね
合
わ
せ
て
考
え
ら
れ

る
が
、
①
の
指
摘
は
、
先
の
『
壮
族
図
騰
考
』
の
指
摘
に
加
え
考
え
る
重
要
な

指
摘
と
言
え
る
。

 
ま
た
、
四
川
省
・
徳
陽
市
に
今
日
も
伝
承
さ
れ
て
い
る
次
の
民
話
は
「
田
鶏
」

の
異
名
を
持
つ
青
蛙
が
田
の
神
と
し
て
祀
ら
れ
る
に
至
っ
た
理
由
を
次
の
よ
う

に
物
語
り
、
応
長
裕
の
提
出
し
た
説
を
い
わ
ば
補
強
す
る
。



 
田
吉
少
年
と
言
う
感
心
な
子
供
が
い
た
。
あ
る
年
、
彼
の
住
む
村
に
妖

怪
が
や
っ
て
き
て
、
悪
行
を
尽
く
し
て
、
家
畜
や
子
供
を
食
お
う
と
し
た
。

・
田
吉
は
人
々
の
た
め
に
、
こ
の
妖
怪
を
退
治
し
よ
う
と
南
海
へ
出
か
け
て

観
世
音
菩
薩
に
援
助
を
乞
う
た
。
途
中
、
悪
魔
は
様
々
な
妨
害
を
試
み
た

が
、
彼
は
こ
と
ご
と
く
術
を
見
破
り
、
一
目
散
に
南
海
へ
と
向
か
っ
た
。

観
世
音
菩
薩
は
、
彼
に
白
蓮
と
緑
衣
、
玉
の
管
と
を
与
え
、
く
れ
ぐ
れ
も

気
を
つ
け
る
よ
う
に
と
言
い
聞
か
せ
た
。
田
吉
は
勇
気
百
倍
、
妖
怪
と
戦
っ

た
が
、
戦
う
う
ち
に
田
鶏
に
変
身
し
、
永
遠
に
農
家
の
田
畑
を
守
護
す
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
2
0
）

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

 
こ
の
話
は
、
田
吉
（
け
δ
三
一
）
と
言
う
少
年
が
田
鶏
（
け
す
三
一
）
に
な
っ
た

と
言
う
、
物
の
名
の
由
来
を
同
音
の
物
で
示
す
と
い
う
典
型
的
な
民
話
の
パ

タ
ー
ン
を
踏
ま
え
て
い
る
が
、
先
に
示
し
た
漸
江
省
の
青
蛙
信
仰
の
理
由
と
併

せ
考
え
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
ろ
う
。

加
え
て
、
害
虫
を
蛙
が
除
い
て
く
れ
る
と
考
え
た
と
い
う
要
素
も
、
青
蛙
信
仰

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
理
由
と
し
て
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
言
う
こ
と
と
な
ろ
う
。

 
と
も
あ
れ
、
青
蛙
信
仰
を
農
業
と
深
く
関
連
づ
け
て
考
え
る
べ
き
事
は
、
以

上
の
よ
う
に
ほ
ぼ
確
か
と
言
っ
て
良
い
。

 
 
 
 
 
＊
 
 
 
 
 
 
 
 
＊

 
右
の
視
点
に
沿
っ
て
、
こ
こ
で
再
び
「
陸
顕
伝
」
の
一
節
を
思
い
起
こ
し
て

み
た
い
。
青
い
蛙
の
よ
う
な
奇
虫
・
消
麺
虫
が
何
故
に
天
下
の
奇
書
な
の
か
を

胡
人
ば
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
た
。

 
此
虫
回
天
地
中
和
之
気
、
而
結
。
故
好
食
麺
。
蓋
以
麦
自
身
始
種
、
至
夏

季
、
方
始
成
実
、
受
天
地
四
時
全
気
。
故
嗜
其
味
焉
1
こ
の
虫
は
、
天
地
中

和
の
気
を
う
け
て
生
じ
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
麺
を
食
べ
る
の
を
好
む
の
で

す
。
と
言
い
ま
す
の
は
、
麦
と
い
う
も
の
は
、
秋
に
植
え
、
翌
年
の
夏
に
実

り
ま
す
。
つ
ま
り
、
（
こ
の
間
に
）
天
地
の
四
季
の
全
て
の
気
を
受
け
て
い
，

る
の
で
、
麺
の
味
を
嗜
む
の
で
す
。
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①
先
の
虫
笛
省
の
青
蛙
信
仰
と
と
も
に
、
四
川
省
に
お
い
て
現
在
で
も
青

 
蛙
信
仰
が
行
わ
れ
て
お
り
、
青
蛙
信
仰
が
広
域
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

 
 
 
 
 
 
こ

 
を
示
す
こ
と
。

②
そ
れ
が
、
田
畑
の
害
を
除
く
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
田
畑
の
守
り
神
と

 
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

 
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
『
壮
族
図
騰
考
』
の
提
出
し
た
、
青
蛙
信
仰
が
農
耕

に
と
っ
て
必
須
の
降
雨
を
蛙
が
祈
っ
て
い
る
と
考
え
た
為
で
あ
る
と
す
る
説
に

 
右
の
何
と
も
理
屈
っ
ぽ
い
説
明
は
、
そ
こ
で
使
わ
れ
て
い
る
用
語
か
ら
し
て
、

唐
代
伝
奇
の
担
い
手
が
、
そ
の
身
分
に
差
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
所
謂
士
大
夫

と
呼
ば
れ
る
知
識
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 
が
、
そ
れ
よ
り
も
ま
ず
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
本
作
品
の
作
者
が
、
こ
の
奇

虫
を
農
業
と
深
く
関
連
づ
け
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
農
業
1
こ
の
場

合
は
麦
作
一
と
深
い
関
連
が
あ
る
奇
虫
は
、
や
は
り
寄
生
虫
然
と
し
た
姿
形
で

あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
往
古
よ
り
脈
々
と
続
く
田
の
守
り
神
で
あ
る
蛙
1
と
り
わ

け
青
蛙
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
考
え
が
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
は
な
い



か
。 

さ
ら
に
ま
た
、
前
稿
（
上
）
・
（
中
）
で
も
考
証
し
た
よ
う
に
、
本
話
は
、

①
胡
人
た
ち
が
自
ら
の
故
郷
を
南
越
で
あ
る
と
称
し
て
い
る
こ
と
。

②
物
語
後
半
の
舞
台
が
南
海
と
さ
れ
る
こ
と
。

な
ど
か
ら
、
上
代
、
嶺
南
道
に
属
す
る
「
南
海
」
が
深
い
関
連
を
持
つ
も
の
と

考
え
ら
れ
た
。
そ
れ
は
先
に
見
た
、
蛙
三
豊
を
往
古
か
ら
今
日
ま
で
信
仰
す
る

壮
族
の
居
住
区
域
と
ほ
ぼ
重
な
る
。

 
仮
に
万
一
こ
の
物
語
の
舞
台
が
、
唐
代
の
嶺
南
道
と
多
少
ず
れ
て
設
定
さ
れ

て
い
た
と
し
て
も
、
長
江
の
、
上
流
は
四
川
省
か
ら
下
流
は
漸
江
省
に
至
る
ま

で
の
広
い
地
域
に
お
い
て
今
日
で
も
蛙
特
に
青
蛙
信
仰
が
続
い
て
い
る
こ
と
か

ら
す
れ
ば
、
本
話
が
物
語
る
「
南
」
の
範
囲
を
大
き
く
拡
大
し
た
と
し
て
も
、

農
業
神
た
る
青
蛙
信
仰
の
行
わ
れ
て
い
る
地
域
か
ら
は
ず
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な

い
で
あ
ろ
う
。

 
従
っ
て
、
こ
の
消
麺
虫
の
姿
を
「
青
い
蛙
の
よ
う
な
虫
」
と
し
た
の
は
、
と

り
わ
け
南
中
国
で
長
期
に
わ
た
っ
て
、
広
い
範
囲
で
信
仰
さ
れ
て
い
た
農
業

神
・
青
蛙
を
踏
ま
え
も
の
で
あ
る
と
見
る
こ
と
は
、
か
な
り
の
確
度
を
持
つ
も

の
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

 
 
 
 
 
結
 
語

 
以
上
、
前
回
調
べ
あ
ぐ
ね
た
「
消
回
虫
」
の
来
源
に
つ
き
、
新
し
い
中
国
の

資
料
を
参
照
し
つ
つ
考
察
し
た
。

 
前
稿
（
上
）
・
（
下
）
で
検
討
し
た
こ
と
と
合
わ
せ
考
え
た
場
合
、
本
話
の
青

唐
代
伝
奇
「
陸
霞
伝
」
に
関
す
る
一
考
察
 
一
消
麺
虫
来
源
再
考
i

蛙
に
似
た
消
麺
虫
の
来
源
は
、
や
は
り
唐
代
の
嶺
南
道
の
境
域
に
居
住
し
た
壮

族
の
間
で
今
日
も
行
わ
れ
て
い
る
蛙
特
に
青
蛙
信
仰
と
深
く
関
わ
り
を
持
つ
で

あ
ろ
う
。

 
良
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
の
嶺
南
道
に
は
、
少
な
か
ら
ぬ
知
識
人

た
ち
が
や
っ
て
き
た
。
あ
る
者
は
官
僚
の
成
功
者
と
し
て
、
そ
し
て
あ
る
者
は

左
遷
、
流
調
の
身
の
上
で
…
。

 
し
か
し
、
何
れ
の
場
合
も
、
彼
ら
は
、
自
分
た
ち
の
住
む
乾
燥
し
た
黄
土
に

覆
わ
れ
た
西
北
地
域
と
あ
ま
り
に
異
な
る
こ
の
地
域
の
風
物
に
、
多
分
の
違
和

感
を
覚
え
つ
つ
も
好
奇
の
目
を
引
か
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

 
そ
こ
で
目
に
し
た
蛙
・
青
蛙
を
装
飾
し
た
銅
鼓
や
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
奇
談

や
伝
説
、
お
そ
ら
く
「
学
者
節
」
の
前
身
と
思
わ
れ
る
奇
祭
の
話
は
、
好
奇
心

旺
盛
な
唐
代
人
士
の
耳
目
を
集
め
た
に
相
違
な
い
。

 
本
作
品
が
収
載
さ
れ
て
い
る
『
藁
囲
志
』
の
作
者
が
従
来
の
説
通
り
張
読
（
八

三
四
～
八
八
六
？
）
で
あ
る
と
し
て
、
宣
宗
の
大
中
十
年
（
八
五
六
）
か
ら
僖

宗
の
乾
符
五
年
（
八
七
八
）
の
問
の
二
十
数
年
間
の
そ
の
官
歴
は
不
明
で
あ
る

 
 
 
お
 

と
い
う
。

 
或
い
は
、
こ
の
間
に
自
身
が
直
接
嶺
南
道
に
赴
い
た
経
験
が
あ
る
の
か
と
も

思
わ
れ
る
が
、
仮
に
そ
う
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
当
時
の
状
況
か
ら
す
れ
ば
、

こ
う
し
た
話
題
は
、
実
際
に
出
か
け
た
人
を
含
め
て
様
々
な
人
々
か
ら
数
多
く

集
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
「
伝
奇
」
つ
ま
り
奇
を
伝
え
る
こ
と
に
先

ず
は
熱
心
で
あ
っ
た
当
時
の
作
者
に
と
っ
て
は
、
そ
の
素
材
に
事
欠
く
こ
と
は

無
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
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蓬
回

（
1
）
 
李
剣
隙
冊
唐
五
代
志
怪
伝
奇
叙
録
 
下
駈
（
南
開
大
学
出
版
社
、
 
一
九

 
 
九
三
年
）
で
は
、
閥
広
記
撫
が
こ
の
よ
う
に
二
種
の
テ
キ
ス
ト
を
併
記
し

 
 
て
い
る
の
は
、
前
者
の
内
容
に
後
者
が
手
を
加
え
た
た
め
と
説
明
す
る
。

（
2
）
 
ま
た
、
こ
の
事
は
、
拙
稿
「
鮫
人
泣
珠
考
」
（
『
村
山
吉
廣
教
授
古
稀
記

 
 
念
 
串
国
古
典
学
論
文
集
』
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
刊
行
予
定
）

 
 
で
も
、
詳
し
く
述
べ
て
い
る
の
で
、
併
せ
て
参
看
願
い
た
い
。

（
3
）
蠕
蛤
と
は
広
西
方
喬
で
、
青
蛙
を
言
う
（
『
中
国
風
俗
辞
典
』
、
上
海
辞

 
 
書
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）
。

（
4
）
 
国
家
民
族
問
題
五
種
叢
書
総
懸
会
《
中
國
少
数
民
族
》
編
写
組
『
中
翻

 
 
少
数
民
族
』
「
壮
族
」
の
項
参
照
（
入
民
出
版
社
出
版
、
新
華
書
店
発
行
、

 
 
一
九
八
…
年
）
。

（
5
）
 
高
文
徳
主
編
欄
中
国
少
数
民
族
辞
典
』
（
吉
林
教
育
出
版
社
、
 
一
九
九

 
 
五
年
）
。

（
6
）
 
な
お
、
銅
鼓
は
、
西
南
・
嶺
南
の
み
な
ら
ず
、
①
中
原
（
股
～
春
秋
）
、

 
 
②
北
方
（
旬
奴
・
鉄
勒
部
〔
『
晋
警
軸
巻
＝
二
〇
「
赫
連
勃
勃
伝
」
〕
や
、

 
 
渤
海
国
〔
韓
国
国
立
温
陽
民
族
博
物
館
所
蔵
〕
）
な
ど
で
も
、
造
ら
れ
て

 
 
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
省
代
銅
鼓
研
究
会
編
『
甲
圃
古
代
銅
鼓
』
、

 
 
文
物
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）
。

（
7
）
 
本
稿
執
筆
の
時
期
は
、
建
翻
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
、
少
数
民
族
を

 
 
一
堂
に
会
し
た
催
事
が
い
く
つ
か
あ
り
、
そ
の
様
子
を
放
映
し
た
テ
レ
ビ

 
 
番
組
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
本
稿
に
お
い
て
筆
養
が
銅
鼓
の
演
奏
法
を
参

 
 
考
に
し
た
北
窟
電
視
台
の
テ
レ
ビ
番
組
「
中
国
民
族
棒
育
・
壮
族
編
」

 
 
（
九
九
年
九
月
放
送
）
も
、
そ
う
し
た
番
組
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

     順順図
（広繭博物館所蔵〔中国鋸鼓研究会
『中国鋸蜘塞稿潅6に薙出〕）

（
8
）
 
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
鄭
師
許
欄
銅
鼓
考
略
㎞
（
中
国
書
店
、
…
九
九
二
年
）

 
 
に
、

 
 
①
課
菌
志
淵
巻
…
二
念
の
諸
葛
亮
の
伝
に
は
、
そ
の
こ
と
が
一
切
触
れ

 
 
 
 
ら
れ
て
い
な
い
。

 
 
②
馬
援
は
、
得
た
銅
鼓
を
鋳
潰
し
て
銅
馬
を
作
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
実

 
 
 
際
に
中
翻
本
土
に
銅
鼓
を
持
ち
帰
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

 
 
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
説
が
い
ず
れ
も
誤
り
で
あ
る
と
考
証
す
る
。

（
9
）
 
象
鑓
倫
全
景
詩
劇
で
は
「
莚
隔
に
作
る
）
は
、
象
牙
で
作
ら
れ
た
席
。

 
多
く
は
、
豪
華
な
装
飾
を
施
さ
れ
た
席
を
欝
う
。

（
1
0
）
 
『
全
唐
詩
』
は
、
以
下
『
全
』
と
表
記
す
る
。
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（
1
1
）
椎
髪
は
、
椎
の
よ
う
に
巻
き
上
げ
た
髪
。
文
身
は
、
入
れ
墨
乃
至
は
身

 
 
体
に
模
様
を
つ
け
る
意
。
と
も
に
、
少
数
民
族
独
特
の
も
の
で
あ
る
。

（
1
2
）
 
『
全
』
で
は
こ
の
他
、
「
銅
鼓
」
の
語
を
載
せ
る
作
品
は
、
①
墨
筆
「
遊

 
 
霊
山
新
興
寺
宿
石
屏
村
謝
三
家
」
（
巻
五
二
八
）
、
②
同
「
送
客
南
面
有
懐
」

 
 
（
巻
五
三
〇
）
、
③
温
庭
「
河
漬
神
」
（
巻
八
九
一
）
、
④
皮
日
章
「
寄
滑

 
 
州
李
副
使
員
外
」
（
巻
六
一
四
）
、
⑤
李
嘉
佑
「
耳
聞
江
南
人
家
笹
神
因
題

 
 
即
事
」
（
巻
二
〇
六
）
、
⑥
陳
羽
「
健
為
城
下
夜
泊
聞
夷
歌
」
（
巻
三
四
八
）
、

 
 
土
嚢
光
憲
「
菩
薩
蛮
」
（
巻
八
九
七
）
、
⑦
劉
兼
「
昼
寝
」
（
巻
七
六
六
）

 
 
の
七
首
で
あ
る
。

（
1
3
）
 
原
注
に
、
「
蛤
と
は
、
即
ち
蝦
墓
な
り
。
」
と
あ
る
。
こ
れ
を
見
て
も
明

 
 
ら
か
な
よ
う
に
、
古
く
は
、
小
型
で
あ
る
青
蛙
の
類
と
無
罪
と
の
区
別
が

 
 
今
日
に
お
け
る
ほ
ど
厳
密
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て

 
 
は
、
後
に
詳
し
く
考
え
た
い
。

（
1
4
）
 
そ
の
例
を
各
時
代
一
例
ず
つ
挙
げ
る
な
ら
ば
（
「
」
内
は
発
見
場
所
）
、

 
 
宋
・
萢
成
大
『
桂
海
虞
衡
志
』
（
「
土
中
」
〔
叢
書
集
成
初
編
、
拠
『
知
不

 
 
唐
戸
叢
書
』
〕
）
、
明
・
面
輔
『
渓
蛮
叢
笑
』
申
巻
（
「
江
中
」
〔
叢
書
集
成

 
 
初
編
、
拠
『
古
今
豊
海
』
〕
）
、
清
・
三
次
雲
『
胴
渓
薄
志
』
（
「
土
中
」
〔
叢

 
 
書
集
成
初
編
、
拠
『
問
影
楼
輿
地
叢
書
』
〕
）
。

 
 
 
も
っ
と
も
こ
れ
ら
後
世
の
筆
記
の
中
に
は
、
『
黒
表
録
事
』
や
『
桂
海

 
 
同
輩
志
』
な
ど
、
先
行
の
著
名
な
筆
記
の
記
述
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
祖

 
 
述
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
彼
ら
の
う
ち
ど
れ
だ
け
の
人
々
が
銅

 
 
鼓
を
実
見
し
た
か
（
乃
至
は
実
見
し
た
人
か
ら
聞
き
知
っ
た
の
か
）
は
、

 
 
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
銅
鼓
が
土
中
よ
り
掘

 
 
り
出
さ
れ
る
と
言
う
認
識
は
、
以
後
実
見
を
含
み
つ
つ
、
伝
承
さ
れ
た
こ

唐
代
伝
奇
「
陸
蹟
伝
」
に
関
す
る
一
考
察
 
一
消
回
虫
来
源
再
考
1

 
と
は
間
違
い
な
い
。

 
 
事
実
、
本
稿
6
に
引
い
た
古
代
銅
鼓
研
究
会
が
、
一
九
八
○
年
に
行
っ

 
 
た
調
査
で
は
、
中
国
国
内
の
博
物
館
、
文
物
管
理
…
機
関
及
び
研
究
機
関
に

 
所
蔵
さ
れ
る
西
南
・
嶺
南
系
銅
鼓
は
一
三
八
○
点
、
八
六
年
の
調
査
で
は

 
 
一
五
〇
〇
点
と
増
加
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
二
〇
点
は
第
一
次
調
査
後

 
新
た
に
発
掘
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
わ
け
で
あ
り
、
こ
の
他
に
も
更
に
数
多

 
 
く
の
銅
鼓
が
、
未
発
掘
の
ま
ま
地
下
に
眠
っ
て
い
る
と
考
え
て
良
い
と
言

 
 
う
（
銅
鼓
研
究
会
編
『
中
国
銅
鼓
研
究
会
第
二
次
学
術
討
論
会
論
文
集
』
、

 
 
文
物
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）
。

（
1
5
）
 
古
代
銅
鼓
研
究
会
編
『
中
国
古
代
銅
鼓
』
（
本
稿
注
6
に
既
出
）
、
陳
剰

 
 
勇
「
試
論
古
代
越
人
的
”
亀
虫
”
」
（
『
漸
江
師
範
大
学
学
報
』
〔
哲
学
 
社

 
 
会
科
学
版
〕
、
一
九
八
七
年
第
一
期
）
。

 
 
 
ま
た
、
こ
の
逸
話
に
限
ら
ず
、
蛙
崇
拝
乃
至
は
信
仰
を
指
摘
す
る
も
の

 
 
と
し
て
は
、
『
中
国
風
俗
辞
典
』
（
本
稿
注
3
に
既
出
）
、
応
長
裕
「
麻
雀
・

 
 
青
蛙
・
蛆
矧
・
牛
・
竜
・
丁
半
・
田
婆
一
奉
化
〔
畑
江
省
東
部
の
地
名
“

 
 
増
子
〕
民
間
稲
作
信
仰
調
査
」
（
『
中
国
民
間
文
化
』
九
三
一
二
「
民
間
稲

 
 
作
文
化
研
究
特
集
」
所
収
、
一
九
九
三
年
目
、
高
文
徳
即
断
『
中
国
少
数

 
 
民
族
辞
典
』
（
本
稿
注
5
に
既
出
）
な
ど
が
あ
る
。

（
1
6
）
 
陳
剰
勇
「
試
論
古
代
越
人
的
”
図
騰
”
」
（
本
稿
注
1
5
に
既
出
）
、
何
三
岳

 
 
『
百
越
源
流
史
』
（
江
西
教
育
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）
、
巨
星
亮
『
中
国

 
 
図
騰
文
化
』
（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
丘
豊
年
『
壮
族

 
 
図
野
里
』
（
広
西
教
育
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
な
ど
。

（
1
7
）
 
こ
れ
は
、
同
書
で
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
が
、
『
抱
朴
子
』
内
篇
「
仙
薬
」

 
 
巻
十
一
に
、
万
歳
の
野
業
の
頭
上
に
は
「
肉
芝
」
な
る
角
が
出
来
、
そ
れ
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を
干
し
た
物
を
身
に
帯
び
れ
ば
、
矢
を
射
か
け
ら
れ
て
も
、
射
た
当
人
に

 
戻
っ
て
し
ま
う
と
い
う
霊
力
を
有
す
る
と
あ
る
。
ま
た
、
『
広
記
』
巻
四

 
七
九
に
も
、
五
代
・
萢
資
『
玉
堂
間
話
』
に
拠
る
と
し
て
、
徐
（
江
蘇
省
）

 
 
の
東
は
ず
れ
に
あ
る
盤
車
回
と
呼
ば
れ
る
所
に
棲
む
蛙
の
頭
上
か
ら
薬
を

 
得
て
、
そ
れ
で
生
計
を
立
て
て
い
る
人
が
あ
っ
た
と
す
る
。
我
が
国
の
「
蝦

 
墓
の
油
」
と
同
断
か
。

（
1
8
）
 
『
壮
族
図
騰
考
』
で
は
、
こ
の
説
に
対
し
て
だ
け
は
「
明
ら
か
に
後
世

 
 
の
牽
強
付
会
の
要
素
を
帯
び
て
い
る
こ
と
を
否
定
で
き
な
い
」
と
指
摘
す

 
 
る
（
同
書
一
〇
〇
頁
）
。

（
！
9
）
 
田
鶏
の
薬
効
に
つ
い
て
は
、
清
・
檀
葦
『
潰
海
虞
衡
志
』
巻
五
に
も
、

 
 
疲
労
回
復
に
効
果
が
あ
る
と
の
記
述
が
あ
る
（
叢
書
集
成
初
編
、
拠
『
問

 
 
影
楼
輿
地
叢
書
』
）
。

（
2
0
）
 
文
彦
生
『
中
国
鬼
話
』
（
上
海
文
芸
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
所
収
。

（
2
1
）
 
唐
代
、
嶺
三
道
の
境
域
で
あ
っ
た
広
東
省
の
昌
県
の
北
部
で
も
、
今
日

 
 
「
青
蛙
獅
（
子
）
」
ま
た
の
名
を
「
神
獅
子
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
さ

 
 
れ
る
（
〔
羅
其
森
執
筆
〕
、
劉
志
文
主
編
『
広
東
民
俗
大
観
』
下
冊
、
広
東

 
 
旅
遊
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
。

（
2
2
）
但
し
、
四
川
省
の
伝
説
に
言
う
「
南
海
」
は
、
観
世
音
菩
薩
の
居
る
と

 
 
こ
ろ
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
後
世
の
小
説
に
も
し
ば
し
ば
「
南

 
 
海
」
と
し
て
登
場
す
る
と
こ
ろ
の
普
陀
山
（
仏
教
四
大
名
山
の
一
つ
。
断

 
 
江
省
）
を
先
ず
想
起
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
2
3
）
 
劉
世
徳
主
編
『
中
国
古
代
小
説
百
科
全
書
（
修
訂
本
）
』
（
〔
李
剣
国
執
筆
〕
、

 
 
中
国
百
科
全
書
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
。

※
本
稿
を
改
め
て
考
え
る
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
専
修
大
学
講
師
・
中
野
清
氏

 
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
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